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発明の概要 【課題】 
放射性物質が付着した構造物の表⾯から該放射性物質の量を、迅速、且つ効率的で
効果的に低減するために利⽤できる放射性物質除染溶液及び該放射性物質除染溶
液を⽤いた放射性物質除染⽅法を提供する。 
【解決⼿段】 
本発明の構造物からの放射性物質除染溶液は、少なくとも（ａ)⽔溶性⼜は⽔分散
性⾼分⼦、(ｂ)無機系の放射性物質吸着剤、(ｃ)⽔溶性可塑剤、⽔分散性可塑剤及
び界⾯活性剤から選ばれる少なくとも１種の化合物、及び(ｄ)⽔を主成分とする⽔
系媒体、を含有することを特徴とする。本発明の放射性物質除去⽅法は、前記の放
射性物質除染溶液を構造物の表⾯に塗布⼜は散布する⼯程、(ｄ)成分を揮発させ
て、構造物の表⾯に(ａ)、(ｂ)及び(ｃ)の各成分を含む⾼分⼦フィルムを形成する
⼯程、及び前記の⾼分⼦フィルムを前記の表⾯から剥離⼜は除去する⼯程を含む。 
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